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国際協力とコロナの時代

宮崎とのご縁と JICA の最近の動きについて

アフリカと宮崎で思ったこと

ご挨拶

乗　峰　潤　三

平　　　　知　子

河　澄　恭　輔

山　口　良　二

　会員の皆様におかれましてはますますご清祥のこ

ととお喜び申し上げます。山口良二先生から引き継

いで、令和 2 年 4 月より宮崎県 JICA 派遣専門家連

絡会の会長に就任いたしました乗峰です。微力です

が、少しでも皆様のお役に立てるよう努力していき

たいと思います。ご無沙汰しておりますが、いかが

お過ごしでしょうか。コロナ感染拡大で、なるべく

人のいるところへは行かず、行けばなるべく人との

距離をおき、人が近くにいればなるべくしゃべらず、

そんな日常が推奨される変な時代がやってきまし

た。私も 3 月に散髪する予定が、床屋に行けない事

態が続いていました。7 月の協力隊活動報告会で席

の一番前で帰国隊員の話を聴いていたのですが、後

ろにいた某 SS 元協力隊員は、髪が長い私を変なサー

ファーが座っていると思ったそうです。その節は、

ご迷惑をおかけしました。9 月の中頃にやっと断髪

式を執り行い普通になっていますので、今後ともど

うぞよろしくお願い致します。

　JICA 専門家で派遣されておられた先生方が、コ

ロナの影響で現在宮崎に一時帰国されており、現地

に帰れる目途がたたない状況が続き悔しい思いをさ

れておられます。宮崎県青年海外協力隊を支援する

会の日高会長の会報挨拶にも、帰国せざるをえな

かった青年海外協力隊達が再赴任できない不安な

日々を送っていることが書かれておりました。今年

中に東南アジア 4 カ国については渡航再開が予定さ

れていますが、今また感染が拡大しており楽観でき

ない状況です。こういう時にこそ本会における連絡

を強めて、国際協力で活躍中の片方を支援していく

べきなのだと思います。とは言え、私たち自身もこ

れまでになかった不思議な、落ち着かない精神状態

を経験しながら、自由に会えないもどかしさを感じ

ていることも事実です。以前ネットワークと言えば、

ネットで繋がっている仕事という意味ではなく、機
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能性の高い手と手をつないだ密な関係という意味で

使っていたと思うのですが、最近は遠隔で連絡を取

り合う仕事のような間違った感覚が強くなっている

ようです。本連絡会は人が繋がって成り立つ会です

ので、ウェブなどではない以前のような総会や 3 部

合同総会が早く開催できるよう願っている次第です。

　世界中で、新しい日常という考え方が広まってい

ます。3 密を避けながらグループ活動を正常に機能

させる日常ということだと考えると、機能的に働く

チームを作ることの重要性が再認識できるいい機会

なのかもしれません。コロナの時代は、分断ではな

く団結が人間社会の中に形成されていく時代であっ

て欲しいですね。ソーシャルディスタンスはむしろ

縮めて、安全なフィジカルディスタンスを保ちなが

らの心のこもった協力活動ができる時代がくるとい

いと思います。

　様々な国と国の人と人、子供からお年寄りまで年

齢が異なる人と人。人とのつながりの価値が今非常

に大きくなっている気がします。遠隔講義が続いて

実感するのが、ネットでは人と人とのつながりはで

きていないということです。当たり前のことです

が、国際協力が遠隔でできるはずもありません。い

つもできて当たり前のように思っていた定期的な総

会や意見交換会もネットでやるようになってきまし

た。「ネットでできる」ということになっているので、

便利な時代だねと言われることもあり、寂しいです

ね。同じ場所に居てなんでもコンピューターの前で

できてしまう、そんな訳ないですよね。

　なんだか愚痴になってしまいましたが、会員の皆

様が（対面式で）情報交換できる機会を作れたらい

いなと思います。大勢が集まるのが不可であれば、

小さく分ければいいのかもしれません。いずれにし

ても工夫すればなんとかなるのではないでしょう

か。お叱りの言葉も出るかもしれませんが、様々な

ご意見、ご提案をお聞かせいただければと思います。

よろしくお願い致します。

　宮崎県 JICA 派遣専門家連絡会のみなさま、いつ

もお世話になっております。

　九州センター市民参加協力課の平です。昨年 8 月

に着任後、前任の江頭課長と引継ぎ出張で宮崎を訪

問して以来、今年 2 月の副理事長参加の外国人材セ

ミナー、10 月の高千穂でのボランティアの派遣前

特別訓練中間報告会への参加と、これまで 3 回出

張致しまして、少しずつではありますが宮崎県の

JICA 関係者のみなさまにご挨拶をさせて頂いてい

るところです。どうぞよろしくお願い致します。

　私は高校まで福岡におりましたので、人生最初の

家族旅行以外の宮崎での思い出は、中学校の修学旅

行での鵜戸神宮・青島の鬼の洗濯板訪問になります。

海岸沿いに植わったヤシの並木を見て「南国だなぁ」

と思ったのを今でも覚えています。

　その後は残念ながら宮崎とは疎遠になっていたの

ですが、5 年ほど前に、直近の農村部（現 経済開発部）

にて、宮崎大学農学部の先生方から地球規模課題対

応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）案件

のご相談を受けまして、家畜衛生分野の専門員と共

宮崎とのご縁とJICAの
　　　　　最近の動きについて

JICA九州

市民参加協力課長 平　　　知　子
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欧米には行くが、東南アジアには興味がなさそう

だったし、実際に渡航者は欧米ばかりでした。1990

年（平成�年）代GDPは世界第二位でもまだ国とし

て成熟しておらず（主観ですが）、全てに余裕がな

かった時代であったと思います。アメリカでは日本

製の車やラジカセなどを破壊するデモンストレー

ションなどがあって、日本も急成長により国際関係

に過敏になっていました。今の若人には考えられな

いようなJAPAN as No1といわれはじめた時代でし

た。現在では,少し落ち着いて成熟さは出てきたも

のの今度は国の資金に余裕がない様に、または資金

自体の使用する方向が変わってきたようにも思えま

す。国際化も十分とは言えませんが、宮崎の環境も

進んではおり、大学や宮崎県、宮崎市などの県民、

市民の努力もあり、宮崎大学を中心に多くの留学生

を見かけるようになりました。

ただし、JICA専門家に関する状況を見ますと、

JICA専門家として派遣の需要はあるものの、必要

とされる人材の個々個人の多忙さもあり、供給不足

で専門家派遣が少なくなっているのが現状です。最

近では大学を含め派遣するための環境が整わなく

なってきました。そのために、構成員には、若い人

が増えていく状況が徐々に少なくなり、会員の高齢

化が進んで、新入会員の増員について多くを見込め

なくなってきたのがJICA専門家の現状です。

JICA専門家連絡会の活動と役割は、JICA国内機

関や青年海外協力隊OB/OG会、各都道府県の国際

交流協会などと連携して国際協力に関する理解と促

進の活動、帰国専門家間の交流、地域のイベントや

シンポジウムの共催、支援など行うことになってい

ます。

宮崎大学の昨今の状況は吉成先生を准教授にお迎

えした後、今度は鹿野先生を迎え積極的なJICAと

の事業を実施しようと活動的になり、JICAとのつ

ながりも強くなってきております。気になるのは、

大学における専門家の活動は若い人たちとの交流が

少ない気がします。例えば、学生は国際化に興味が

あり、専門家経験者とも話をしたいが、学生にはそ

のチャンスは少なく、専門家も個別に経験談を話す

しかない状況で、一方では話を聞いたからと言って

学生がすぐに専門家として派遣されるわけではあり

ません。宮崎県には青年海外協力隊OB/OG会や支

援する会があります。がその存在も知らないヒトも

多いようで、大学に職を持つものとしては学生が興

味をもつ協力隊関係者との接点を作ることも重要で

はないかと考えています。連絡会の目的にも交流の

推進や支援があり、今後のJICA専門家連絡会とし

ては、将来を担う若者への貢献を忘れてはならない

と考えています。専門家会では勉強会（講演会）が

あり、協力隊では経験談を話す機会がありますが、

海外の経験談を聞きたい若い人たちが、参加するこ

とは有意義であります。さらに、専門家も知らない

国際の名の付くイベントが宮崎でもあり、交流して

いくことが重要であると考えています。同じ国際化

ということをキーワードにこれから、他の団体とも

協力してやっていく必要があると考えます。

ところで、専門家としてこれからも日本や宮崎の

ために有益な大きな出来事がありました。私のもと

で大学院、博士を取得した学生が、大学学長になり

ました。その留学生はJICA専門家として派遣され

た時の出会いが、我が宮崎大学で勉強するきっかけ

となりました。それは、ベトナムの旧ハノイ農業大

学講師であったグエン・ティ・ラン氏で、帰国後、

副学部長、講座主任、副学長、そして、今では若く

して学長となりました。ラン氏は宮崎大学を誇りと

して頑張っています。そのベトナム国立農業大学

（新）ラン学長は昨年、宮崎大学ベトナム同窓会の

会長となりました。今後の活躍を祈ります。

私の国際化のモットウは留学生を教育して帰国後

大きく育ってもらって、ネットワークを作ることで

す。現在、タイ、チュラロンコーン大学に数名、イ

ンドネシアボゴール農業大学に数名、ベトナムのベ

トナム国立農業大学に学長をはじめ数名、マレーシ

アのプトラ大学、ミャンマー獣医大学の現役留学生

が当教室で学んでいます。それぞれの学生は宮崎大

学を誇りにして、帰国して大学で教鞭を執っていま

す。留学生を私物化するためでなく親日派、宮崎大

好人間になってもらう様に、ここから国際化がはじ

める様に心がけて頑張っているつもりでいます。青

年海外協力隊出身の専門家もおられることですか

ら、今後各団体との交流を行い活動していきたいと

思います。
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に面談をさせて頂きました。

　SATREPS（https://www.jst.go.jp/global/）でも

特に「生物資源分野」は毎年 40 件前後の応募があ

るのですが、その中から 3 件程度しか採択されない

大変な狭き門の事業となっています。私は農村部で

は、東南アジアの事業に加えて獣医・畜産分野の事

業も担当していましたが、獣医・畜産分野の技プロ

は案件数が限られていたことから、同分野の事業を

効果的に展開するために優良 SATREPS 提案につ

いては積極的に評価・推薦に取り組み、結果、2018

年度には、生物資源分野 2 件の新規獣医・畜産案件

採択に至りました。

　その 1 件が、宮崎大学の「世界の台所を目指すタ

イにおける家畜生産と食品安全に関する新技術導入

による畜産革命の推進」プロジェクトになります。

本案件は、宮崎大学が学術ネットワークを構築して

いるタイ側実施機関（タイ畜産局やチュラロンコン

大学など）と協力し、口蹄疫を始めとする家畜にお

ける重要感染症の鑑別診断システムと流行予測モデ

ルを使った感染症初動防疫システムおよび畜産製品

の病原体汚染防止技術の開発を行うことで、タイ国

における安定的かつ持続可能な家畜生産と安全な畜

産製品を供給できる体制の構築に寄与することを目

的として実施されます。新型コロナの感染拡大によ

り、事業スケジュールに影響が出ていましたが、10

月下旬には長期専門家（業務調整員／家畜衛生）が

現地に派遣されてプロジェクト活動が開始されたと

ころであり、今後の展開が注目されています。

なお、年代が遡りますが、宮崎大学と当センターは、

2014 年 7 月に、5 年間の連携覚書を締結し、昨年度

更新しています。この連携覚書は、両者が連携した

開発途上国に対する国際協力事業や、大学や県内に

おける国際理解教育の更なる推進を目的に締結され

ています。宮崎大学と JICA は、農業や保健医療分

野での研修員受入や、草の根技術協力によるインド

やミャンマーのヒ素汚染対策の協力、また昨今では

コロナ感染拡大で全員が帰国することとなった海外

協力隊の待機隊員向け研修を実施頂く等の実績があ

ることから、今後の更なる連携協力も期待されてい

るところです。　

　今後の宮崎での JICA の取り組みについてです

が、来年 1 月 20 日には、一昨年度から開始しまし

た九州各県での SDGs セミナーの宮崎での開催（於

KITEN ビル）を予定しています。同セミナーでは、

産・官・学・金・民・報の各関係者から SDGs の取

り組みを紹介頂くと共に、関係者間の連携促進につ

いて意見交換を行う予定にしています。モデレー

ターには、ジェトロ・アジア経済研究所の佐藤寛先

生にご出席頂く予定ですので、ご関心をお持ちの方

は是非ご参加頂ければと思います。

　最後にその他の動きとしまして、国内の外国人材

の方々の生活環境整備や地域の多文化共生推進に向

けて九州 7 県を担当します国際協力推進員が 11 月

より着任し活動を開始しました。今後は各県で情報

収集・意見交換を行いながら、JICA としての取り

組みについて検討を進めていく予定にしていますと

ころ、引き続き、宮崎のみなさまからのご支援・ご

協力を頂きたく、どうぞよろしくお願い致します。

以上
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JICAは開発途上地域などの経済、社会の発展に

寄与し、国際協力の促進を図るため、様々な分野の

技術を有する専門家を海外に派遣してきました。こ

れらの派遣専門家は帰国後も国際協力のよき理解者

として国際協力、国際交流に貢献してきましたが、

その活動は組織化されていないため、個人レベルに

とどまっていました。JICAでは1991年より国内各

地域毎に帰国専門家連絡会の結成を促し、帰国専門

家のネットワークを通じて国際協力、国際交流をよ

り一層推進する事業を始めました。1993年には北海

道など10地域に専門家連絡会が結成され、1993年ま

でに27地域に連絡会が結成されました。

1994年�月初めにJICA九州支部参事の和田氏が

宮崎大学に来訪され、宮崎県内の帰国専門家連絡会

結成について意見を求められました。宮崎大学農学

部にも数人の帰国専門家教官が在籍していました

が、派遣先に関する情報交換は個人レベルにとど

まっており、県内に在住する大学教官以外の帰国専

門家についての情報もなく、交流の機会もありませ

んでした。和田氏からの提案は実に願ってもないこ

とで、学内の帰国専門家教官と協議した結果、直ち

に連絡会結成に向けて取り組くむことになりまし

た。

帰国専門家リストを所有しているJICA九州支部

にお願いして、県内在住の帰国専門家に連絡会結成

の呼びかけをしていただき、�月22日に結成会を開

催しました。 結成会には帰国専門家13名とJICA

関係者�名が出席し、宮崎県国際交流課、宮崎県国

際交流会等からの来賓参加もいただき、宮崎県帰国

専門家連絡会がスタートしました。

当面、連絡会では ①会員相互の連絡を密にし、

交流を深める ②地域の国際交流活動への協力、参

加を目標にかかげて活動を始めましたが、歴代の会

長はじめ幹事の皆様のご尽力により、次第に国際支

援、国際交流関連団体等との交流、連携も密になり、

今年度の連絡会総会は青年海外協力隊OB会や青年

海外協力隊を支援する会との合同開催が計画されて

いると聞き及んでいます。連絡会設立から20年余を

経て、力強い活動をさらに広範囲に亘り展開されて

いる連絡会の更なる発展を祈念申し上げます。

�．宮崎県JICA派遣専門家連絡会の概要

（�）設立

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の設立は国際協力

事業団九州支部の指導のもと、平成�年�月22日、

県内在住の派遣専門家18名のうち13名の出席を得て

結成会を発足させ、宮崎県における国際交流事業の

促進と充実、並びに国際交流活動の発展に資するこ

とを目的に「宮崎県JICA派遣専門家連絡会」の名称

で発足しました。

（�）会則

＜趣旨概要＞ 国際協力事業への参加志向の高ま

りが顕著な今日、開発途上国で国際協力活動の
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玉 井 理宮崎大学名誉教授

平成�年度∼15年度 宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長

宮崎県JICA派遣専門家連絡会
結成の経緯など

永 田 雅 輝宮崎大学名誉教授、前宮崎国際大学長

平成16年度∼25年度 宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長

宮崎県JICA派遣専門家連絡会
20年を振り返って



　2018 年 4 月に宮崎大学国際連携センターに席を

いただき、大学が取り組む国際協力事業の調整や運

営、海外を志向する学生さんへの支援を担当させ

ていただいています。それまでの 10 年間は、JICA

職員としてケニアとウガンダで計 7 年、つくばで 3

年の勤務を経験いたしました。ODA を巡る環境と

JICA 事業の方向性が急速に変化するなかで右往左

往することばかりでしたが、この 10 年を少しだけ

振り返ってみたいと思います。

■悩める JICA － ODA と国益

　「国益とはなにか」を、現場でより強く意識させ

られた 10 年でした。ODA の目的について、開発

協力大綱（2015 年閣議決定）では、「平和で安定し、

繁栄した国際社会の構築に向けて世界が抱える課題

の解決に取り組んでいくことが我が国の国益に不可

欠」と記されています。これには誰も異論はないで

しょうけれども、ただ、その「国益」が複層的な意

味を持って現場に突き付けられてきた時代であった

ように思います。

　少し遡りますが、JICA は 2003 年の独立行政法

人化で、ODA 事業を自立的に実施する機関として

生まれかわりました。もう上級官庁から箸の上げ下

ろしを言われることもなく、緒方貞子理事長を後ろ

盾に「地球益」を追求する国際開発機関としての道

を歩き始めたわけですが、その分、日本社会との関

係には少々鈍感になりすぎていたかもしれません。

JICA にとって日本の地域は人的・資金的リソース

を提供してくれる存在で、国内の課題は無関係、と

いうのが当時の我々の見方であったように思いま

す。その分あちこちで恨みも買っていたのでしょう、

2009 年の「事業仕分け」で JICA は袋叩きになり

ました。振り返ってもどこにも味方はいなくて、国

内で理解者を増やすことの大事さをあらためて思い

知らされた機会です。

　その後、JICA は日本国内に向けた事業の拡大に

大きく舵を切っています。日本の中小企業が持つ技

術を途上国開発に役立てることを意図して、2012

年に中小企業の海外ビジネス展開を支援する手厚い

事業メニューが整備されたのも、日本社会や経済へ

の貢献が強く意識されたものでしょうし、直近の

JICA の中期計画（2017-2022）では、「地域の活性

化への貢献」が重点領域として明記されています。

■ウガンダでは

　2018 年まで勤務したウガンダは、チャーチルが

「アフリカの真珠」と称した美しい国です。1986 年

に政権の座に就いたムセベニ大統領が、比較的安定

した長期政権を築いています。水資源に恵まれ、農

業や電力の大きな開発ポテンシャルを有しています

が、他の国々と同様、経済インフラの開発がウガン

ダ政府の最重要課題です。なかでも、ケニアのモン

バサ港から内陸につながる道路・鉄道網（北部回

廊）の整備がアフリカ東部の内陸国にとっては生命

線で、JICA ウガンダもこの課題に応じた事業に取

り組んできました。流通のボトルネックの解消を目

的とした「ナイル架橋建設事業」や、市内の渋滞緩

和に向けた「カンパラ立体交差建設・道路改良事業」

アフリカと宮崎で思ったこと

宮崎大学国際連携センター

河　澄　恭　輔

－ 4－

欧米には行くが、東南アジアには興味がなさそう

だったし、実際に渡航者は欧米ばかりでした。1990

年（平成�年）代GDPは世界第二位でもまだ国とし

て成熟しておらず（主観ですが）、全てに余裕がな

かった時代であったと思います。アメリカでは日本

製の車やラジカセなどを破壊するデモンストレー

ションなどがあって、日本も急成長により国際関係

に過敏になっていました。今の若人には考えられな

いようなJAPAN as No1といわれはじめた時代でし

た。現在では,少し落ち着いて成熟さは出てきたも

のの今度は国の資金に余裕がない様に、または資金

自体の使用する方向が変わってきたようにも思えま

す。国際化も十分とは言えませんが、宮崎の環境も

進んではおり、大学や宮崎県、宮崎市などの県民、

市民の努力もあり、宮崎大学を中心に多くの留学生

を見かけるようになりました。

ただし、JICA専門家に関する状況を見ますと、

JICA専門家として派遣の需要はあるものの、必要

とされる人材の個々個人の多忙さもあり、供給不足

で専門家派遣が少なくなっているのが現状です。最

近では大学を含め派遣するための環境が整わなく

なってきました。そのために、構成員には、若い人

が増えていく状況が徐々に少なくなり、会員の高齢

化が進んで、新入会員の増員について多くを見込め

なくなってきたのがJICA専門家の現状です。

JICA専門家連絡会の活動と役割は、JICA国内機

関や青年海外協力隊OB/OG会、各都道府県の国際

交流協会などと連携して国際協力に関する理解と促

進の活動、帰国専門家間の交流、地域のイベントや

シンポジウムの共催、支援など行うことになってい

ます。

宮崎大学の昨今の状況は吉成先生を准教授にお迎

えした後、今度は鹿野先生を迎え積極的なJICAと

の事業を実施しようと活動的になり、JICAとのつ

ながりも強くなってきております。気になるのは、

大学における専門家の活動は若い人たちとの交流が

少ない気がします。例えば、学生は国際化に興味が

あり、専門家経験者とも話をしたいが、学生にはそ

のチャンスは少なく、専門家も個別に経験談を話す

しかない状況で、一方では話を聞いたからと言って

学生がすぐに専門家として派遣されるわけではあり

ません。宮崎県には青年海外協力隊OB/OG会や支

援する会があります。がその存在も知らないヒトも

多いようで、大学に職を持つものとしては学生が興

味をもつ協力隊関係者との接点を作ることも重要で

はないかと考えています。連絡会の目的にも交流の

推進や支援があり、今後のJICA専門家連絡会とし

ては、将来を担う若者への貢献を忘れてはならない

と考えています。専門家会では勉強会（講演会）が

あり、協力隊では経験談を話す機会がありますが、

海外の経験談を聞きたい若い人たちが、参加するこ

とは有意義であります。さらに、専門家も知らない

国際の名の付くイベントが宮崎でもあり、交流して

いくことが重要であると考えています。同じ国際化

ということをキーワードにこれから、他の団体とも

協力してやっていく必要があると考えます。

ところで、専門家としてこれからも日本や宮崎の

ために有益な大きな出来事がありました。私のもと

で大学院、博士を取得した学生が、大学学長になり

ました。その留学生はJICA専門家として派遣され

た時の出会いが、我が宮崎大学で勉強するきっかけ

となりました。それは、ベトナムの旧ハノイ農業大

学講師であったグエン・ティ・ラン氏で、帰国後、

副学部長、講座主任、副学長、そして、今では若く

して学長となりました。ラン氏は宮崎大学を誇りと

して頑張っています。そのベトナム国立農業大学

（新）ラン学長は昨年、宮崎大学ベトナム同窓会の

会長となりました。今後の活躍を祈ります。

私の国際化のモットウは留学生を教育して帰国後

大きく育ってもらって、ネットワークを作ることで

す。現在、タイ、チュラロンコーン大学に数名、イ

ンドネシアボゴール農業大学に数名、ベトナムのベ

トナム国立農業大学に学長をはじめ数名、マレーシ

アのプトラ大学、ミャンマー獣医大学の現役留学生

が当教室で学んでいます。それぞれの学生は宮崎大

学を誇りにして、帰国して大学で教鞭を執っていま

す。留学生を私物化するためでなく親日派、宮崎大

好人間になってもらう様に、ここから国際化がはじ

める様に心がけて頑張っているつもりでいます。青

年海外協力隊出身の専門家もおられることですか

ら、今後各団体との交流を行い活動していきたいと

思います。
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などの大型の円借款事業が、それぞれ同国の最優先

事業として実施されています。

■現場のジレンマ　－　国策を巡って

　国益との関係では、「質の高いインフラ」と称し

たインフラ輸出が、日本政府の重点施策のひとつで

す。コスト面だけで比較するのではなく、ライフサ

イクルコスト（長い目で見ると安い）、社会・環境

配慮（人と環境にやさしい）、現地へのノウハウ移

転（自立を支援）などに着目し、国民生活の向上に

つながるインフラ整備を支援していこうというもの

です。すなわち、現場レベルでは、「日本企業が優

位性を持つ技術・ノウハウを用いた、確実に受注が

見込める案件」の形成に注力することが求められま

すが、これがきわめて難しい課題でした。現実的に

日本企業が明らかに優位性を持つ技術は限られます

し、また、アフリカのリスク（政治、治安、コスト

等々）を取ってまでアフリカに進出しようとする日

本企業も限られています。加えて、国際ルールでの

調達が原則の借款事業において、参加企業を限定す

るような仕様の組み込みを模索することは、ウガン

ダ国会や他ドナーからの厳しい視線にも曝されてい

ました。もちろん他ドナーも、本音ではそれぞれ自

国企業の受注を目指しているわけですが。

幸い、ウガンダは日本の技術に対する信頼がまだ厚

いこともあり、上記の借款事業では日本企業の受注

を確保することができましたが、アフリカ各国の現

場では、これからも ODA 関係者の苦悩と、厳しい

せめぎ合いが続くことでしょう。

■難敵の中国

　また、そこで直面したのは中国との関係です。日

本以上にアフリカ諸国との長い協力関係を誇る中国

は、インフラ分野でも圧倒的な存在感を示していま

した。その桁違いの資金力とスピード感は、経済開

発を急ぐアフリカ各国が最も求めるものですし、安

かろう悪かろうというイメージは既に過去のものと

なっています。北部回廊開発の一環で、中国はモン

バサから内陸国に至る鉄道の新設を支援しており、

これは 1 兆円を超える巨大プロジェクトですが、猛

烈な勢いで整備が進められています。

　その中で、勝ち目のない中国との勝負をどう避け

るのか、あるいは「協力」する可能性が模索できる

のか、という課題にも迫られてきました。JICA の

立体交差のプロジェクトでは、数年をかけて調査と

設計を支援し、さあこれから入札をという段階で、

中国からの横槍が入ってきました。鉄道の高架橋を

通すので立体交差をもっと高くしろという要求で

す。コストにも機能にも大きく影響するわけですの

で、まずは調整をと呼びかけましたが全く対話に応

ずる気配もなく、結局はウガンダ政府が追加コスト

を負担する形で押し切られてしまいました。中国と

の連携や調整の難しさは、これからますます現場で

の悩みの一つとなっていくことでしょう。

　ただ、中国は日本の ODA を深く研究している形

跡も見られます。アフリカ支援の重点として貧困削

減や環境保全を掲げた場面も目にしましたし、中国

もおそらくは国際社会の中での新しい役割を模索し

ているのでしょう。あきらめず対話を呼びかけてい

くことが大切というのは、少々純真無垢に過ぎます

でしょうか。
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JICAは開発途上地域などの経済、社会の発展に

寄与し、国際協力の促進を図るため、様々な分野の

技術を有する専門家を海外に派遣してきました。こ

れらの派遣専門家は帰国後も国際協力のよき理解者

として国際協力、国際交流に貢献してきましたが、

その活動は組織化されていないため、個人レベルに

とどまっていました。JICAでは1991年より国内各

地域毎に帰国専門家連絡会の結成を促し、帰国専門

家のネットワークを通じて国際協力、国際交流をよ

り一層推進する事業を始めました。1993年には北海

道など10地域に専門家連絡会が結成され、1993年ま

でに27地域に連絡会が結成されました。

1994年�月初めにJICA九州支部参事の和田氏が

宮崎大学に来訪され、宮崎県内の帰国専門家連絡会

結成について意見を求められました。宮崎大学農学

部にも数人の帰国専門家教官が在籍していました

が、派遣先に関する情報交換は個人レベルにとど

まっており、県内に在住する大学教官以外の帰国専

門家についての情報もなく、交流の機会もありませ

んでした。和田氏からの提案は実に願ってもないこ

とで、学内の帰国専門家教官と協議した結果、直ち

に連絡会結成に向けて取り組くむことになりまし

た。

帰国専門家リストを所有しているJICA九州支部

にお願いして、県内在住の帰国専門家に連絡会結成

の呼びかけをしていただき、�月22日に結成会を開

催しました。 結成会には帰国専門家13名とJICA

関係者�名が出席し、宮崎県国際交流課、宮崎県国

際交流会等からの来賓参加もいただき、宮崎県帰国

専門家連絡会がスタートしました。

当面、連絡会では ①会員相互の連絡を密にし、

交流を深める ②地域の国際交流活動への協力、参

加を目標にかかげて活動を始めましたが、歴代の会

長はじめ幹事の皆様のご尽力により、次第に国際支

援、国際交流関連団体等との交流、連携も密になり、

今年度の連絡会総会は青年海外協力隊OB会や青年

海外協力隊を支援する会との合同開催が計画されて

いると聞き及んでいます。連絡会設立から20年余を

経て、力強い活動をさらに広範囲に亘り展開されて

いる連絡会の更なる発展を祈念申し上げます。

�．宮崎県JICA派遣専門家連絡会の概要

（�）設立

宮崎県JICA派遣専門家連絡会の設立は国際協力

事業団九州支部の指導のもと、平成�年�月22日、

県内在住の派遣専門家18名のうち13名の出席を得て

結成会を発足させ、宮崎県における国際交流事業の

促進と充実、並びに国際交流活動の発展に資するこ

とを目的に「宮崎県JICA派遣専門家連絡会」の名称

で発足しました。

（�）会則

＜趣旨概要＞ 国際協力事業への参加志向の高ま

りが顕著な今日、開発途上国で国際協力活動の

―3―

MIYAZAKI

玉 井 理宮崎大学名誉教授

平成�年度∼15年度 宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長

宮崎県JICA派遣専門家連絡会
結成の経緯など

永 田 雅 輝宮崎大学名誉教授、前宮崎国際大学長

平成16年度∼25年度 宮崎県JICA派遣専門家連絡会会長

宮崎県JICA派遣専門家連絡会
20年を振り返って



■宮崎で思ったこと

　宮崎で 2 年半、「大学の地域貢献」をテーマに業

務を担ってきました。その中であらためて感じたの

は、光を放つ取り組みの中心には、必ず JICA 専門

家を経験されたみなさんや JOCV 経験者の方々が

おられるということです。JICA が地域に目を向け

るよりもずっと前から、国際協力経験を経た方々が、

それぞれの地域で地に足の着いた活動を継続してお

られます。

　詰まるところ、「国益の訴求」が意味するところは、

「地域社会が変わっていく中で必要になることを、

主体者の一人としてどう後押しできるのか」に尽き

るのではと感じてきました。既に繰り返し紹介され

ている、バングラデシュ ICT 人材の地域への導入

の試み「宮崎－バングラデシュ・モデル」は、日本

政府が外国人材の活用促進に着手する以前から、宮

崎の差し迫ったニーズに応えて展開されてきたもの

です。

　アフリカは、携帯電話の導入以降、通信の分野で

は日本を一気に飛び越えました。農家の生活も携帯

電話で一変しています。こういった段階的な発展過

程を跳び越えた進歩を、経済学の世界では「カエル

跳び効果」と言うそうですね。新型コロナウィルス

禍による国際社会の混乱はしばらく続きそうです

が、その先には、新たな技術に伴われて、物理的な

距離とか国境とか言語とか、あまり障壁とならない

社会が待っているように思います。「取り残されて

いた宮崎」が一気に反攻に出る好機がそこまで来て

います。

国益ってなに、という問いかけが、少しずつ現実感

をもって腑に落ちてまいりました。

以　上

　昨年「令和」の新しい元号となり、新しい時代を

迎えた矢先に新型コロナウイルス感染症が、世界中

で広がり、もうすぐ 1 年立とうとしています。私ご

とではありますが、大会長を仰せつかった日本獣医

病理学会 JCVP が令和 2 年 3 月 27，28 日に宮崎市

で開催が予定されて準備を進めていましたが、コロ

ナウイルスの流行感染拡大防止のために中止となり

ました。大会長としては宮崎に貢献できる学会開催

ができなかったことは大変残念に思います。また、

アメリカの知人大学教授の招待講演も準備していま

したので、開催中止は返す返すも残念でした。令和

2 年 9 月秋の山口大学主催日本獣医学会もリモート

開催となり、学会の醍醐味もありませんでした。

　この新型コロナ感染症は、国際化、グローバル化

社会の副産物であり、大きな劇薬となりました。も

し国同士が行き来してなかったら、このようなこと

も起こらなかったと考えられます。新型コロナ感染

症は中国のコオモリが関与して出現した新興感染症

と言われており、世界中に広がり、現在、欧米では

桁違いの発生を見せております。病原性が高かった

ら、それなり治まって低かったらそれほど問題にな

らなかったものと考えられますが、感染力が強く、

毒性もあり一方で無症状者もいるという感染症なの

で、その性状のためにやっかいで世界が十分に対処

できない状態でいます。それ故、現在飛行機をはじ

めとする公共交通機関がストップしており、国際交

ご挨拶

前会長 山　口　良　二
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欧米には行くが、東南アジアには興味がなさそう

だったし、実際に渡航者は欧米ばかりでした。1990

年（平成�年）代GDPは世界第二位でもまだ国とし

て成熟しておらず（主観ですが）、全てに余裕がな

かった時代であったと思います。アメリカでは日本

製の車やラジカセなどを破壊するデモンストレー

ションなどがあって、日本も急成長により国際関係

に過敏になっていました。今の若人には考えられな

いようなJAPAN as No1といわれはじめた時代でし

た。現在では,少し落ち着いて成熟さは出てきたも

のの今度は国の資金に余裕がない様に、または資金

自体の使用する方向が変わってきたようにも思えま

す。国際化も十分とは言えませんが、宮崎の環境も

進んではおり、大学や宮崎県、宮崎市などの県民、

市民の努力もあり、宮崎大学を中心に多くの留学生

を見かけるようになりました。

ただし、JICA専門家に関する状況を見ますと、

JICA専門家として派遣の需要はあるものの、必要

とされる人材の個々個人の多忙さもあり、供給不足

で専門家派遣が少なくなっているのが現状です。最

近では大学を含め派遣するための環境が整わなく

なってきました。そのために、構成員には、若い人

が増えていく状況が徐々に少なくなり、会員の高齢

化が進んで、新入会員の増員について多くを見込め

なくなってきたのがJICA専門家の現状です。

JICA専門家連絡会の活動と役割は、JICA国内機

関や青年海外協力隊OB/OG会、各都道府県の国際

交流協会などと連携して国際協力に関する理解と促

進の活動、帰国専門家間の交流、地域のイベントや

シンポジウムの共催、支援など行うことになってい

ます。

宮崎大学の昨今の状況は吉成先生を准教授にお迎

えした後、今度は鹿野先生を迎え積極的なJICAと

の事業を実施しようと活動的になり、JICAとのつ

ながりも強くなってきております。気になるのは、

大学における専門家の活動は若い人たちとの交流が

少ない気がします。例えば、学生は国際化に興味が

あり、専門家経験者とも話をしたいが、学生にはそ

のチャンスは少なく、専門家も個別に経験談を話す

しかない状況で、一方では話を聞いたからと言って

学生がすぐに専門家として派遣されるわけではあり

ません。宮崎県には青年海外協力隊OB/OG会や支

援する会があります。がその存在も知らないヒトも

多いようで、大学に職を持つものとしては学生が興

味をもつ協力隊関係者との接点を作ることも重要で

はないかと考えています。連絡会の目的にも交流の

推進や支援があり、今後のJICA専門家連絡会とし

ては、将来を担う若者への貢献を忘れてはならない

と考えています。専門家会では勉強会（講演会）が

あり、協力隊では経験談を話す機会がありますが、

海外の経験談を聞きたい若い人たちが、参加するこ

とは有意義であります。さらに、専門家も知らない

国際の名の付くイベントが宮崎でもあり、交流して

いくことが重要であると考えています。同じ国際化

ということをキーワードにこれから、他の団体とも

協力してやっていく必要があると考えます。

ところで、専門家としてこれからも日本や宮崎の

ために有益な大きな出来事がありました。私のもと

で大学院、博士を取得した学生が、大学学長になり

ました。その留学生はJICA専門家として派遣され

た時の出会いが、我が宮崎大学で勉強するきっかけ

となりました。それは、ベトナムの旧ハノイ農業大

学講師であったグエン・ティ・ラン氏で、帰国後、

副学部長、講座主任、副学長、そして、今では若く

して学長となりました。ラン氏は宮崎大学を誇りと

して頑張っています。そのベトナム国立農業大学

（新）ラン学長は昨年、宮崎大学ベトナム同窓会の

会長となりました。今後の活躍を祈ります。

私の国際化のモットウは留学生を教育して帰国後

大きく育ってもらって、ネットワークを作ることで

す。現在、タイ、チュラロンコーン大学に数名、イ

ンドネシアボゴール農業大学に数名、ベトナムのベ

トナム国立農業大学に学長をはじめ数名、マレーシ

アのプトラ大学、ミャンマー獣医大学の現役留学生

が当教室で学んでいます。それぞれの学生は宮崎大

学を誇りにして、帰国して大学で教鞭を執っていま

す。留学生を私物化するためでなく親日派、宮崎大

好人間になってもらう様に、ここから国際化がはじ

める様に心がけて頑張っているつもりでいます。青

年海外協力隊出身の専門家もおられることですか

ら、今後各団体との交流を行い活動していきたいと

思います。

―2―

JICA



流もままならない状態です。私の科研費の仕事は海

外の仕事がほとんどで、そのほかの共同研究も海外

の仕事がおおく、また、現在、ポストドクの留学生

も呼んでおりますがいまだに受け入れられる動きは

ありません。反対に経済の活性化のためにgo to キャ

ンペーンは実施されているところです。感染の終息

はないまでも、また、全く元に戻らないにしろ、い

つになったら通常に近い活動ができるでしょうか。

　日本では新菅総理が誕生し、アメリカではバイデン

大統領に代わろうとしています。一方で、全く何年も

変わっていないところもあります。日本やアメリカの

リーダーが変わることで、新しい風がふくでしょうか。

　これまで JICA 派遣専門家連絡会の会長を務めさ

せていただき、宮崎県 JICA 関連 3 団体の合同総会

の実施を始め、各活動をさせていただきました。幹

事の皆様ご苦労様でした。海外に関係する活動は今

後も続けさせていただこうと思っております。今年

度退職ですが、そのような状況に置かれているとは

思えず、未だに学生の論文校正をいくつもしていま

す。いくつか科学雑誌に投稿もしている状況です。

今後も宮崎から居住地をかえることは現在考えてい

ません。今後ともよろしくお願いいたします。

　ザンビアのザンビア大学、アルゼンチンのラプラ

タ大学、タイの（現）動物衛生研究所、ベトナムの

中央獣医学獣医学研究所に専門家として派遣され

ました。当時気持ちも若く、エネルギッシュであ

り、何ができるかについて試行錯誤でした。カウン

ターパートの経済状況もさることながら、今と何が

違うかと言えば、私自身のエネルギーもかなり大き

かった気がします。現地の人にはお世話になり、ま

た、大学でないところは私の関連から大学へ休みに

訪問させていただき、その流れで、ベトナムのベト

ナム国立農業大学から留学生が来るようになりまし

た。タイでは、チュラロンコーン大学から短期留学

生が来るようになり、こちらからも派遣いたしまし

た。こちらからも訪問することや、お互いの大学の

MOU を作ったこともありました。それ以降ベトナ

ムとタイは交流を続けているようです。そのほかに、

マレーシアのプトラ大学のノーディン博士が、サバ

ティカルリーブで私のところを訪れ、マレーシアか

らは、優秀な学生が留学生として訪れ、1 人は日本

の JCVP（病理診断専門医）の試験を日本語で受け

合格し、さらに、日本の獣医師免許も取得し驚くべ

き変身をとげ、現在は診断会社に勤めております。

もう 1 人はアメリカに飛び立つことを視野に入れ、

在学しております。ACVP（アメリカ病理診断専門

医）を目指しています。他にベトナムでは大学学長

になり、タイではこれまで珍しいとされていたチュ

ラロンコーン大学の教授に 2 人もなり、さらにタイ

の獣医師会長にも 1 人はなっています。ボゴール農

業大学でも大変優秀な病理学者として活躍し、多く

の留学生が巣立ちました。

　JICA の活動も含めて、国際的な活動としては、

育てて、さらに次を育てるという仕組みで、現在も

そのつながりを利用して宮崎大学の中で、国際的に

活躍しておられる先生もおられますが、私のこれま

でのつながりが大いに役立っていると思います。タ

イのチュラロンコーン大学、インドネシアのボゴー

ル農業大学、中国北京の中国農業大学、オーストラ

リアのメルボルン大学と先代の教授と一緒に MOU

を締結し、また、新たに私個人を中心にそれぞれの

国のトップであるベトナム国立農業大学、マレーシ

アのプトラ大学、ミャンマーのイエジン獣医大学

と MOU を結びました。その間の宮崎大学のスタン

スは大きく変わり、住吉、菅沼、池之上それぞれの

学長および時代背景もあり国際交流に対する力の入

れように特徴がありました。最初の頃は、学長を連

れて行くと事務方からお叱りをうけました。農学部

長を連れていくことはできました。また、農学部の

事務員を連れて行くことは事務長も喜ばれていまし

た。その頃は国際交流の連携室もなく、全学で 1-2

名の事務員だけが国際的業務に携わっていました。
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ましてや、国際関係の副学長などは存在していませ

んでした。その後、研究担当の副学長が兼任となり、

最終的には国際部門が独立し副学長が誕生すること

になったのは、菅沼学長の時代です。その頃、それ

まで、全学の事務員を連れて行くことも渋られてい

た事務方も、ようやく事務員が海外に同行するよう

になりトップ外交ができるようになりました。

　JICA 派遣専門家連絡会でも幹事になり、また、

縁があって、会長にもなりましたが、その役ではな

いとは思いながら、周りに支えてもらいました。留

学生や卒業した留学生、JICA 関係の皆様、私は多

くの人にめぐまれて、活動することができました。

国際社会の今後は新型コロナ感染症（Covid-19）が

ある程度落ち着き、以前と同じようにとは行きませ

んが、国際連携や協力は必要とされるでしょう。今

後の皆様のご多幸と発展をお祈りいたします。
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　JICA エキスパートより第 23 号をお届けさせて頂きます。今回も前号に引き続き、JICA 九州国際セ
ンターより平課長に特別寄稿頂きました。乗嶺新会長、山口前会長よりそれぞれ執筆頂きました。また、
宮崎大学国際連携センターの川澄先生に「アフリカと宮崎で思ったこと」と題して寄稿を頂きました。

コロナ渦によって、世界的にヒト・モノの移動が大きく制限される中で、国際交流・国際協力活動も例
外ではありません。そのような中ではございますが、宮崎県 JICA 派遣専門家連絡会はオンラインなど
の手段を駆使し、活動を継続していきたいと考えております。

本連絡会の活動について皆様のご提案、ご意見をお寄せください。御連絡は下記までお願い致します。

会長　乗峰潤三　nori@cc.miyazaki-u.ac.jp
幹事　大野和朗　ohnok@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　佐伯雄一　yt-saeki@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　福林良典　fukubayashi@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　井上果子　kako.inoue@cc.miyazaki-u.ac.jp
　　　河野　久　kawano.hisashi.x4@cc.miyazaki-u.ac.jp
事務局：〒 889-2192 宮崎市学園木花台西 1-1 宮崎大学農学部内

編集後記
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